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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 2日 (2007.3.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 該 ハ ウ ジ ン グ の 一 端 に 設 け ら れ た ヘ ッ ド 部 と 、
　 該 ハ ウ ジ ン グ の 他 端 側 に 設 け ら れ 、 工 作 物 へ の 押 圧 時 に 移 動 可 能 な プ ッ シ ュ レ バ ー と 、
　 該 ハ ウ ジ ン グ 内 に 固 定 し て 設 け ら れ た シ リ ン ダ と 、
　 該 プ ッ シ ュ レ バ ー に 連 接 さ れ 、 該 ハ ウ ジ ン グ 内 に お い て 該 シ リ ン ダ に 移 動 可 能 に 案 内 さ
れ 、 燃 焼 室 を 画 成 す る 燃 焼 室 枠 と 、
　 該 燃 焼 室 内 に 配 置 さ れ て 可 燃 性 ガ ス と 空 気 と を 攪 拌 混 合 す る フ ァ ン と を 有 し 、
　 該 燃 焼 室 枠 は 、 該 プ ッ シ ュ レ バ ー に 連 接 さ れ る 枠 基 と 、 該 枠 基 の 反 プ ッ シ ュ レ バ ー
側 に 位 置 し て 該 ヘ ッ ド 部 に 当 接 可 能 な 枠 頭 部 と を 有 し 、
　 該 枠 頭 部 は 、 該 枠 基 部 に 接 続 さ れ 該 フ ァ ン の 回 転 軸 に 向 っ て 延 び る 接 続 部 と 、 該 接 続 部
か ら 該 フ ァ ン の 回 転 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び る 当 接 ガ イ ド 部 と を 有 燃 焼 式 動 力 工 具 に お い
て 、
　 非 作 動 の 状 態 に お け る 該 回 転 軸 方 向 の 該 フ ァ ン の 中 央 部 が 、 該 接 続 部 よ り も 該

す る よ う に 、 該 フ ァ ン が 配 置 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 燃 焼 式 動 力 工 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６

部 部

す る

プ ッ シ ュ
レ バ ー 側 で あ っ て 、 該 回 転 軸 方 向 の 該 フ ァ ン の 該 ヘ ッ ド 部 側 の 端 部 が 、 該 接 続 部 と 一 致 す
る か 又 は 該 接 続 部 よ り も 該 ヘ ッ ド 部 側 に 位 置

該 ハ ウ ジ ン グ 内 に は 、 該 プ ッ シ ュ レ バ ー が 工 作 物 に 押 し つ け ら れ て 該 プ ッ シ ュ レ バ ー が
該 ハ ウ ジ ン グ 内 に 後 退 し 該 燃 焼 室 枠 が 所 定 位 置 に 達 し た こ と を 検 出 す る ヘ ッ ド ス イ ッ チ が
設 け ら れ 、
　 該 ヘ ッ ド 部 に は 、 該 フ ァ ン を 回 転 さ せ る た め の モ ー タ が 設 け ら れ 、
　 該 モ ー タ は 、 該 ヘ ッ ド ス イ ッ チ の 検 出 開 始 に よ っ て 電 力 が 供 給 さ れ 、 該 フ ァ ン を 回 転 さ
せ る と と も に 、 該 混 合 気 の 爆 発 燃 焼 後 に 、 該 プ ッ シ ュ レ バ ー を 該 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 動 作
さ せ 該 燃 焼 室 枠 が 該 所 定 位 置 か ら 移 動 し て 、 該 ヘ ッ ド ス イ ッ チ が 検 出 を 終 了 し て か ら ７ 秒
以 内 に 電 力 供 給 が 停 止 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 燃 焼 式 動 力 工 具 。



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 該 ハ ウ ジ ン グ の 一 端 に 設 け ら れ
た ヘ ッ ド 部 と 、 該 ハ ウ ジ ン グ の 他 端 側 に 設 け ら れ 、 工 作 物 へ の 押 圧 時 に 移 動 可 能 な プ ッ シ
ュ レ バ ー と 、 該 ハ ウ ジ ン グ 内 に 固 定 し て 設 け ら れ た シ リ ン ダ と 、 該 プ ッ シ ュ レ バ ー に 連 接
さ れ 、 該 ハ ウ ジ ン グ 内 に お い て 該 シ リ ン ダ に 移 動 可 能 に 案 内 さ れ 、 燃 焼 室 を 画 成 す る 燃 焼
室 枠 と 、 該 燃 焼 室 内 に 配 置 さ れ て 可 燃 性 ガ ス と 空 気 と を 攪 拌 混 合 す る フ ァ ン と を 有 し 、 該
燃 焼 室 枠 は 、 該 プ ッ シ ュ レ バ ー に 連 接 さ れ る 枠 基 部 と 、 該 枠 基 部 の 反 プ ッ シ ュ レ バ ー 側 に
位 置 し て 該 ヘ ッ ド 部 に 当 接 可 能 な 枠 頭 部 と を 有 し 、 該 枠 頭 部 は 、 該 枠 基 部 に 接 続 さ れ 該 フ
ァ ン の 回 転 軸 に 向 っ て 延 び る 接 続 部 と 、 該 接 続 部 か ら 該 フ ァ ン の 回 転 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び
る 当 接 ガ イ ド 部 と を 有 燃 焼 式 動 力 工 具 に お い て 、 非 作 動 の 状 態 に お け る 該 回 転 軸 方 向
の 該 フ ァ ン の 中 央 部 が 、 該 接 続 部 よ り も 該

す る よ う に 、 該 フ ァ ン が 配 置 さ れ て い る 燃 焼 式 動 力 工 具 を 提 供 し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 燃 焼 式 動 力 工 具 に よ れ ば 、 非 作 動 の 状 態 に お け る 回 転 軸 方 向 の フ ァ ン
の ヘ ッ ド 部 側 の 端 部 の 位 置 が 、 接 続 部 と 一 致 す る か 又 は 接 続 部 よ り も 該 ヘ ッ ド 部 側 に 位 置
す る よ う に フ ァ ン が 配 置 さ れ て い る の で 、 空 気 が 燃 焼 室 内 に お い て 自 己 循 環 す る こ と が 少
な い 。 従 っ て 、 空 気 を 効 率 よ く 流 す こ と が で き 、 空 気 の 流 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
こ の 空 気 の 流 量 が 増 加 に よ り 、 爆 発 燃 焼 に よ り 高 温 状 態 に あ る シ リ ン ダ 等 の 冷 却 効 率 を 向
上 さ せ る こ と が で き 、 燃 焼 式 動 力 工 具 の 連 続 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 燃 焼 式 動 力 工 具 に よ れ ば 、 モ ー タ は 、 ヘ ッ ド ス イ ッ チ が 検 出 を 終 了 し
て か ら ７ 秒 以 内 に 電 力 供 給 が 停 止 さ れ る の で 、 フ ァ ン の 回 転 の 動 力 源 で あ る 電 池 の 一 本 あ
た り の 打 込 み 回 数 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
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す る
プ ッ シ ュ レ バ ー 側 で あ っ て 、 該 回 転 軸 方 向 の 該

フ ァ ン の 該 ヘ ッ ド 部 側 の 端 部 が 、 該 接 続 部 と 一 致 す る か 又 は 該 接 続 部 よ り も 該 ヘ ッ ド 部 側
に 位 置
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